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      ＪＲ東労組 業務部 

・委託実施時点での目的と考えがあった。当時は想定していなかった ALFA-X の走行
試験などもあり、状況が変化している。 

・より効率的になるよう検討していく。 
・労使の議論経過があることから、変更となれば別途議論していく。 

・国の承認待ちの状態だが、新型コロナウィルスの関係もあり、見通しは不透明。 
・検証項目以外についても、周期延伸後必要な事項の整理はしていく。 
・整備標準は、新幹線統括本部で見直しを実施していく。 
・幹総だけでなく、各車両センターにおいても、必要な設備の整備や、社員説明は実
施していく。 

 

・予算要求通りの通達とはなっていない現実は認識一致。 
・必要な工事については、様々な形で予算を確保して実施していきたい。 
・長期未修となっている事項の解消も目指して予算確保を考える。 
・予算を削減するだけでなく、その後にどう対応するのかも含めて検討していく。 

・ショッピング施設の対応では、事業者は利府駅の利用を中心に検討している。新利
府駅の整備が必要かまでの判断とはなっていない。 

・行政との意見交換は進められている。仙台支社とも連携していく。 
・中央門の接道箇所の見通しの課題や、入場の際の自動車の待機場所等の問題意識は
共有できる。どのような警備体制がよいかは引き続き検討していく。 

・新幹線統括本部でも定期的に見直していく。 
・非効率とならないように、JRとグループ会社の意見交換の場をつくっていく。 
・廃車の活用など、現場からの意見を踏まえて必要な教材は準備していく。 


